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３ 要旨

モモせん孔細菌病の防除は抗生物質剤の散布が中心となるが、県内ではこれらの薬剤に対する耐性菌の出現が確認

されている。そこで、ほ場内における各種抗生物質の耐性菌の割合について調査を行った結果、県内の広範囲でストレプト

マイシン（アグレプト水和剤の主成分）の耐性菌が確認され、同一ほ場内でも耐性菌と感性菌が混在する場合があることが

明らかになった。

(1) 県内 30 ほ場から、モモせん孔細菌病の罹病葉を採取した。調査樹は各ほ場につき２から３樹とし、１樹につき異なる主

枝もしくは亜主枝からそれぞれ罹病葉を採取した。罹病葉から病原菌を分離し、得られた菌株を薬剤添加培地に移植し

て 25℃で５日間培養後、菌の生育の有無を調査した。その結果、オキシテトラサイクリン（マイコシールドの主成分）とオ

キソリニック酸（スターナ水和剤の主成分）では耐性菌は確認されなかった（表１）。

(2) ストレプトマイシンでは県内全域で耐性菌が確認された。耐性菌が確認されたほ場の割合は 63.3％であり、調査した菌

株の 50.4％が耐性菌であった（表１）。また、ストレプトマイシンの耐性菌と感性菌は、同一ほ場内で混在している割合は

26.7％であった（表１）。
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表１　モモせん孔細菌病菌の各種抗生物質に対する感受性検定

地域

県北 20 1,813 0 0 61.8 80.0 40.0

県中 4 462 0 0 48.1 50.0 0
県南 2 228 0 0 0 0 0
会津 4 400 0 0 30.0 25.0 0

合計 30 2,903 0 0 50.4 63.3 26.7
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